





























































































































































































































本研究が対象としたのは、2014 年度及び 2015 年度に実施した、大学職員を受講者とする
研修 A と、職業経験のない大学院生に混じって学校の現職教員が受講する修士課程の授業
B である。全受講者数、職位別・経験年数別・学校種別受講者数は表１のとおりである。
省察する対象となる直接経験のタイプとしては、研修 A で過去の職場経験を、授業 B で
授業内に実施するグループワーク体験を設定した（表２）。異なるタイプを設定したのは、
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・経験年数：2年2人, 8年1人, 17～18年4人, 21～23年2人, 31年1人, 38年1
(2)2015年9月17日実施：受講者31名のうち現職教員8名。
・経験校種：小1人、中1人、小中1人、高5人。















9 本研究では、2014 年度の研修 A を実施後、過去の職場経験を省察の対象とする現職の学校の
教員（副校長）を受講者とする 2 時間の研修 C を実施し、2015 年度の研修 A で改善すべき点を
検討する上での参考にした。
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職場での実践における授業成果の活用に関するアンケートであり、いずれも KJ 法を用いて
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注 %は全受講者 9 名に占める割合。省察のタイプ：1-1 ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ概念の意識変容 1-2 ﾘｰﾀﾞｰ・
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たリーダーシップに対する考え方を授業後の実践に活かすことができたと半年後に実施し
























































































2016 年度は授業時間を 150 分に延長して科目名を「組織行動とリーダーシップ」に改め、
受講者が自らの組織観についても省察する機会を設定して、組織の中で発揮されるリーダ
ーシップについて考えることができる授業に改善することとした。
































































タイプ像を持っていることに気づいた 4 名のうち 3 名は、グループワーク経験からではな
く、事前課題を持ち寄ってリーダー・プロトタイプ像についてグループ討論したことや、
授業者の授業内容が気づきの契機となっていた。また、今後どのように行動するか特定の














ロトタイプ像について回答を求めたが、2014 年度の研修 A で見られたように、この授業に
おいても、字数制限を守らずに長文で回答したり、キーワードではなくほとんど全ての文
































。2015 年度においても、研修 A では受講者ごと
に省察のタイプが分かれていたが、授業 B では複数の省察のタイプを併せ持つ受講者が存
在していた。
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講者であった。
















年度に係るタイプの記述を行った受講者が 5 名（現職教員 11 名のうちの 45.5％）であった




























































































































































































































































いての省察」を課した研修 A に比べると、「行為内省察」を課した授業 B の方が、リーダ
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５ 講義全体の省察：15 分
振り返りシートの記入
問１ 本日のｾｯｼｮﾝを通じて新たな気づきが得
られた点があれば具体的に記述して下さい。
問２ 今後ﾘｰﾀﾞｰとして／ﾌｫﾛﾜｰとしてどのよ
うに行動していきたいと思うか、具体的に記
述してください。
５’授業展開の感想
授業直後に現職者のみに授業展開について
の感想をメールで求める。
５ 講義全体の省察：15 分
同左
問１：左記に加え、何をきっかけとしてそ
のような気づきが得られたのか付記。
問２：同左
５’授業展開の感想 同左
←過去の職場経験
を理論に照らし
て省察し、考え
方の枠組みを柔
軟にして、新た
な行動へと結び
つけることがで
きるような意識
を醸成
